
　
は
じ
め
に

　
西
日
本
の
広
範
な
地
域
に
多
大
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
。
本
市

で
も
家
屋
や
、
道
路
、
河
川
、
農
地
な
ど
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
一
日
も
早
く
市
民
の
暮
ら
し
の
安
心
・
安

全
を
取
り
戻
す
た
め
、
本
年
度
以
降
に
つ
い

て
も
、
国
・
県
と
の
連
携
を
一
層
深
め
な
が

ら
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
と

し
て
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
被
災
の
状
況
に
つ
い
て

　
本
市
で
は
、
人
的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
３
０
０
件
を
超
え
る
家
屋
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の
補
助
を
受
け

て
復
旧
す
る
道
路
や
河
川
な
ど
の
公
共
土

木
施
設
災
害
は
４
６
５
件
、
農
地
・
農
業

用
施
設
災
害
は
９
９
４
件
で
、
合
わ
せ
て

１
４
５
９
件
（
表
１
参
照
）
と
い
う
甚
大
な

被
災
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
広
島

市
を
除
く
広
島
県
内
の
市
町
の
中
で
は
東
広

島
市
に
次
い
で
２
番
目
の
多
さ
で
す
（
※
庄

原
市
調
べ
）。

　
財
政
負
担
状
況
に
つ
い
て

　
災
害
復
旧
事
業
に
係
る
事
業
費
の
総
額

は
、
約
１
１
９
億
２
千
万
円
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
約
86
億
円
が
国
県
支
出

金
、
約
26
億
円
が
地
方
債
で
、
庄
原
市
の
実

質
上
の
負
担
と
な
る
一
般
財
源
は
、
約
６
％

に
当
た
る
約
７
億
２
千
万
円
と
な
る
見
込
み

で
す
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。

　
復
旧
工
事
の
進
め
方

　
今
後
の
災
害
復
旧
工
事
の
進
め
方
に
つ
い

て
は
、
被
災
件
数
も
大
変
多
い
こ
と
か
ら
、

①
令
和
２
年
度
ま
で
の
３
カ
年
度
で
の
復
旧

を
目
標
と
し
、
②
優
先
度
を
付
け
て
工
事
発

注
を
行
う
（
表
２
参
照
）
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
特
に
②
の
優
先
度
に
つ
い
て
は
、農
地
・

農
業
用
施
設
災
害
は
、
防
災
上
重
要
な
た
め

池
、
受
益
者
の
多
い
水
路
な
ど
関
係
者
の
多

い
施
設
か
ら
工
事
発
注
を
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
、
公
共
土
木
施
設
災
害
は
、
通
行

止
め
の
道
路
、
周
辺
に
住
居
や
公
共
施
設
が

多
く
隣
接
し
て
い
る
河
川
な
ど
緊
急
性
の
高

い
箇
所
か
ら
工
事
発
注
を
し
て
い
く
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
ま
す
。

　
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
の
復
旧
に
つ
い
て

　
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
は
被
災
件
数
が

大
変
多
い
た
め
、
全
体
の
約
７
割
は
現
地
の

測
量
な
ど
を
省
略
し
た
簡
素
な
手
法
で
国
へ

の
補
助
金
を
申
請
し
て
い
ま
す
。
簡
素
な
手

法
で
申
請
し
た
箇
所
は
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
に
よ
る
測
量
設
計
を
行
い
、
国
の
承
認

を
受
け
な
い
と
工
事
発
注
が
で
き
な
い
た

め
、
早
期
の
復
旧
が
困
難
な
状
況
で
す
（
表

３
参
照
）。

　
一
方
、
簡
素
で
な
い
通
常
の
手
法
で
申
請

し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
再
度
の
測
量
設
計

や
国
の
承
認
を
受
け
る
必
要
が
無
い
こ
と
か

ら
、
準
備
が
整
い
次
第
順
次
工
事
を
発
注
し

て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
擁
壁
や
水
路
な
ど
の
構
造
物

を
伴
わ
な
い
土
砂
撤
去
の
み
の
箇
所
や
、
国

へ
の
申
請
時
に
仮
設
ポ
ン
プ
な
ど
の
応
急
工

事
が
認
め
ら
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
本
年
の
春
の
作
付
け
に
間
に
合
う
よ

う
早
期
発
注
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
損
傷
度
合
い
が
比
較
的
少

な
く
、
被
災
し
た
部
分
が
あ
っ
て
も
作
付
け

が
可
能
な
以
下
の
よ
う
な
箇
所
に
つ
い
て

は
、
や
む
を
得
ず
工
事
発
注
が
遅
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
農
林
施
設
整
備
補
助
金
に
つ
い
て

　
農
林
施
設
整
備
補
助
金
は
、
農
林
施
設
の

改
修
・
改
良
工
事
ま
た
は
国
の
補
助
事
業
に

満
た
な
い
災
害
復
旧
工
事
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
す
る
、本
市
の
単
独
補
助
制
度
で
す
。

　
こ
の
た
び
の
災
害
を
受
け
、
よ
り
多
く
の

農
林
施
設
の
復
旧
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
補
助
率
の
か
さ
上
げ
や
対
象
と

な
る
工
事
費
を
緩
和
す
る
な
ど
、
特
例
措
置

を
行
っ
て
い
ま
す
（
表
４
参
照
）。
発
災
か

ら
３
カ
年
度
の
復
旧
期
間
を
要
す
る
な
か
、

農
地
な
ど
の
復
旧
を
急
ぐ
方
は
、
本
制
度
を

活
用
し
て
の
復
旧
も
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
国
の
補
助
対
象
と
な
っ
て
い
る
被

災
箇
所
に
つ
い
て
、
本
補
助
金
を
活
用
し
て

応
急
工
事
を
実
施
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
活
用
を
検
討
す
る
際
は
建
設
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
産
業
建
設
室
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
制
度
を
活
用
す
る
場
合
、
工
事

に
着
手
す
る
前
に
申
請
を
行
い
、
補
助
金
交

付
決
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
お
わ
り
に

　
被
災
し
て
か
ら
10
カ
月
余
り
経
っ
た
今
日

に
お
い
て
も
、
未
だ
平
穏
な
暮
ら
し
を
取
り

戻
せ
て
い
な
い
方
々
へ
の
継
続
的
な
支
援

と
、
道
路
・
河
川
、
農
地
・
農
業
用
施
設
な

ど
の
災
害
復
旧
事
業
を
最
優
先
と
し
、
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
防
災
強
化

に
よ
る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
復
旧
ま
で
の
間
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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復
旧
計
画

● 

応
急
工
事
が
完
了
し
て
い
る
箇
所

● 
仮
畦
畔
な
ど
に
よ
り
作
付
け
が
可
能
な
農
地

● 

仮
設
パ
イ
プ
な
ど
で
通
水
可
能
な
水
路

● 

迂
回
路
が
あ
る
農
道 

な
ど 

建
設
課
管
理
係
　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

　　 地域別被災件数

地域 分類
庄原 西城 東城 口和 高野 比和 総領 合計
件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数 件数

公共土木施設
災害

道路 40 45 108 6 1 4 8 212 
河川 19 74 107 8 14 13 17 252 
下水 - - 1 - - - - 1 

農地・農業用
施設災害

農地 130 49 217 18 9 9 10 442 
農業用施設 235 41 230 15 14 14 3 552 

合計 424 209 663 47 38 40 38 1,459 

　　 被災箇所の工事発注の優先度

優先度 道路 河川 農地・農業用施設

１ 通行止め箇所 周辺に住居や公共施設など
が多く隣接している箇所 防災上重要なため池

２
公共交通機関の通行に支
障が生じている箇所

周辺に住居や公共施設な
どが隣接している箇所

受益者が多いため池、頭首
工、水路、揚水機、道路

３
地域の幹線道路として利
用されている箇所

周辺に田や畑などの耕作
地が隣接している箇所

上記以外のため池、頭首
工、水路、揚水機、道路

４ 上記以外の道路 －
被災河川、水路、道路に隣
接し同時に復旧しなけれ
ばならない農地

５ － － 上記以外の農地

85億９千万円
72％

６千万円
１％

25億５千万円
21％

７億２千万円
６％

■国県支出金　 ■分担金 　■地方債 　■一般財源

災害復旧
事業費

119億2千万円

　　 農林施設整備補助金概要

通常補助 災害分 平成30 年７月豪雨災害の特例
工事費 10 万円以上 10 万円以上・40 万円未満 ３万円以上

期　間 当該年度末までに工事が
完了するもの

災害発生年度の翌年度末までに
工事が完了するもの

令和３年３月 31日までに
工事が完了するもの

補助率
限度額

25％
限度額：37 万 5,000 円

農地：25％
農林施設：62.5％

農地：75％（10 円未満切捨）
農林施設：75％（同上）
限度額 30万円

市道吉井北線　被災直後 市道吉井北線　復旧工事後

　　 簡素な手法で申請した箇所の工事発注までの流れ

直
営
現
地
測
量

概
略
査
定
設
計
書

災
害
査
定

1/11
完了

コ
ン
サ
ル
現
地
測
量

実
施
設
計
書

計
画
変
更
申
請

計
画
変
更
承
認

分
担
金
納
入
通
知

分
担
金
納
入
確
認

工
事
発
注

※■部分が、通常の箇所では不要

表１

表２ グラフ１

表３

表４
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